
学
界
消
息

読
史
会

昭
和
四
十
三
年
匹
月
例
会

四
月
十
三
臼
（
土
）
午
後
一
時
　
於
　
京
大
楽
友
会
館

　
靖
国
神
社
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
一
所
謂
「
國
家
神

　
道
」
の
二
重
構
造
に
つ
い
て
の
前
近
代
史
研
究
か
ら
の

　
問
題
提
起
の
試
ハ
み
一
　
　
　
　
　
　
　
河
音
　
能
平

五
月
例
会
　
五
月
十
一
日
（
壇
一
」
）
午
後
一
縛

　
於
　
京
大
文
学
部
第
八
演
習
室

　
藤
皿
原
京
発
掘
の
木
鋤
に
つ
い
て
　
　
　
　
燦
　
　
俊
男

春
季
大
会

六
月
十
六
日
（
日
）
午
晶
騎
九
賭
　
r

場
解
　
京
大
文
学
部
第
一
講
義
室

　
照
の
等
級
に
つ
い
て
1
宝
亀
六
年
三
月
乙
未
条
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
結
只
ヒ
恥

　
　
め
ぐ
っ
て
！
　
　
　
　
　
．
　
　
　
野
田

　
欝
明
天
皇
耶
位
時
の
紛
争
に
つ
い
て
　
　
門
脇
…

　
高
野
山
領
荘
園
の
分
田
支
配
　
　
　
　
熱
田

　
十
七
批
紀
に
お
け
る
堺
と
周
辺
農
村
の
関
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
朝
尾

　
　
〈
特
焦
↑
古
代
官
一
都
の
解
明
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岸

　
難
波
の
欝
と
難
波
王
朝

頭
洋
史
読
磁
土

例
会
於
京
大
西
洋
史
研
究
室

昭
和
四
三
年
～
月
二
〇
日
（
土
）

直　禎う
弘公二流

平
斌
・
藤
原
・
飛
鳥
i
藤
原
京
京
域
考
定
試
案
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
俊
翼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
根
徳
太
郎

ビ
ザ
ソ
ッ
に
お
け
る
皇
帝
権
力
と
貴
族
制
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
田
　
治
泰

一
月
二
七
日
（
土
）

．
プ
ロ
イ
セ
ン
史
像
に
か
ん
す
る
若
干
の
研
究
紹
介

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凹
「
、
一
1
　
　
　
　
　
・
’
曽
著

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
房
”
　
　
　
滑
臓

第
一
五
概
春
季
大
会

四
月
二
九
臼
（
祝
）
　
於
　
京
大
楽
友
会
館

　
セ
レ
ウ
コ
ス
朝
の
支
配
と
異
民
族

　
　
ー
ア
ソ
テ
ィ
オ
コ
ス
一
一
一
世
の
時
代
の
場
合
一

　
二
つ
の
帝
圏
憲
法
体
制
…
ー
ジ
イ
ッ
と
臼
蓋
一

　
鷹
史
研
究
に
お
け
る
比
較
方
法
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
川
貞
次
郎

　
　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

五
月
一
一
日
（
土
）

　
読
書
会
春
季
大
会
反
省
会

五
月
二
五
日
（
土
）

　
第
一
九
懸
日
本
西
洋
史
学
会
反
省
会

六
月
八
日
（
土
）

　
キ
リ
ス
ト
数
と
ロ
ー
マ
帝
国
の
最
初
の
幽
合
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
智
勇

六
月
二
二
日
（
土
）

　
英
国
の
枇
界
貿
易
・
植
民
運
動
蕪
骨
と
ジ
ェ
ン
ト
リ

　
　
一
の
役
劉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浅
田
　
　
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
戸

マ
ム
ル
ー
ク
朝
の
轟
陶
業
政
策
　
　
　
　
　
古
林

ラ
ー
テ
ナ
ウ
と
ラ
バ
諏
政
策
　
　
　
　
　
八
田

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
比
較
史
の
諸
問
題
」

比
較
史
的
に
み
た
都
市
成
立
論
　
　
　
　
瀬
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
望
田

幸1義生清干
男生雄一六

山ハ

雌
�
繻
福
g
　
（
土
∀

　
ヴ
ァ
イ
マ
ル
精
神
史
の
＝
翻
　
　
　
　
八
田
　
生
雄

入
文
地
理
挙
会

第
七
十
五
回
例
会

昭
和
四
十
三
年
二
月
十
日
（
土
）
午
後
二
時
よ
り

　
於
　
同
志
社
大
学

　
イ
ン
ド
農
村
の
都
衛
化
ー
グ
シ
ャ
ラ
ー
ト
州
．
ハ
ロ

　
　
ー
ダ
周
辺
の
場
合
　
　
　
　
　
　
　

山
本
　
剛
郎

　
古
代
辺
境
村
落
の
一
類
型
1
…
「
方
八
丁
」
に
つ
い

　
　
て
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
下

歴
史
地
理
部
会

第
二
＋
一
回

昭
和
四
十
三
年
二
月
三
ロ
（
土
）
午
後
二
時
よ
り

　
於
京
都
大
学
楽
友
会
館

　
　
氏
の
報
告
を
申
心
と
レ
て
i
－

応
用
地
理
部
会

第
九
回

昭
和
四
十
一
二
年
一
月
二
十
七
日
（
土
）

　
於
　
立
命
館
大
学

　
　
つ
い
て
討
論
i
通
信
と
応
屠
地
理
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
稲
永

鷹
史
地
理
部
会

第
二
＋
二
圓

昭
和
四
十
三
年
田
月
二
十
七
日
（
土
）

　
於
　
京
都
大
学
文
学
総

畿
内
に
お
け
る
郷
と
藩
政
村
に
つ
い
て
1
山
澄
元

良

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
二
時
よ
り

応
用
地
理
に
お
け
る
課
題
と
二
・
一
二
の
研
究
事
偶
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幸
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
二
時
よ
り

萩
藩
の
人
醸
に
つ
い
て
一
一
最
芳
秋
巴
氏
の
報
出
口
を
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中
心
と
し
て
1

地
理
学
史
部
会

第
三
駆

昭
和
四
十
三
年
五
月
十
一
日
（
土
）
午
後
二
時
三
十
分
よ

　
う
　
於
適
塾
（
旧
緒
方
洪
庵
塾
）

　
桂
廻
甫
周
の
批
界
図
に
つ
い
て
　
　
　
海
野
　
一
隆

歴
史
地
理
廓
会

第
二
十
憲
回

昭
和
闘
十
三
年
七
月
六
日
（
土
）
午
後
二
隠
三
十
分
よ
り

　
於
京
都
火
学
楽
友
会
館

　
東
寺
領
丹
波
圏
大
山
荘
の
土
地
開
発
に
つ
い
て
（
山

　
　
間
盆
地
の
地
形
と
条
里
を
中
心
と
し
て
）
一
上

　
　
田
洋
行
氏
の
報
管
を
中
心
と
し
て
一
…

銘
七
十
七
瞬
例
会

昭
和
四
十
・
一
工
年
六
月
八
日
（
土
）
、
九
臼
（
日
）

　
於
　
静
岡
　
中
央
公
民
館

　
C
B
D
の
設
定
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
成
田
孝
三

　
イ
ラ
ン
農
村
構
造
の
人
文
地
理
学
的
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
野
　
盛
雄

　
明
治
初
期
府
県
合
併
の
政
治
地
理
　
　
　
佐
々
木
溶
治

日
本
地
理
学
会

一
九
六
八
年
度
蝋
総
会
　
　
（
於
　
法
政
大
学
）

四
月
六
日
（
土
）
九
時
三
十
分
～
十
四
時
四
十
分
　
研
究

　
発
表
　
十
五
時
～
十
七
晦
　
　
一
九
論
ハ
八
年
｛
皮
総
会

四
月
七
β
（
日
）
九
時
三
十
分
～
十
七
欝
　
研
究
発
表

　
十
七
聴
三
十
分
～
十
九
時
三
十
分
野
懇
親
会

研
究
発
喪
題
目

k

ア
ラ
ス
カ
と
欧
州
の
氷
河
と
氷
河
遺
跡
を
訪
ね
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
守
歴
　
喜
久

い
9
勺
9
N
（
じ
ご
。
潔
く
貯
）
周
辺
の
氷
河
地
形
と
そ
の
…
漏

年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
r
　
　
野
上
道
男

木
曾
・
赤
石
両
山
脈
に
お
け
る
中
位
澱
氷
蝕
作
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
有
井
　
琢
磨

き
た
北
海
道
・
ひ
が
し
北
海
道
の
氷
蝕
作
用

　
　
　
　
　
　
　
　
有
井
琢
磨
・
白
坂
蕃
・
富
地
忠
明

　
　
　
　
　
　
　
　
中
山
郁
子
・
渡
辺
晋

北
海
道
北
薙
蔀
の
化
石
栂
氷
河
現
象
　
　
小
難
　
　
尚

9
8
巨
㊦
蕊
鍵
ミ
は
俗
説
…
i
第
一
報
一

附
…
雛
に
関
す
る
吉
川
虎
雄
の
俗
説
　
　
今
村
　
学
郎

キ
ャ
ッ
プ
・
ロ
ッ
ク
・
ス
ラ
イ
ド
と
そ
の
特
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
　
三
郎

豪
雨
に
伴
っ
て
多
摩
丘
陵
に
お
き
た
艦
面
崩
壊

　
　
　
　
　
　
　
井
口
正
男
・
松
本
栄
次
・
石
井
漫
行

琵
琶
湖
南
平
野
の
構
造
お
よ
び
そ
の
発
達
過
程
に
つ

　
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宇
野
沢
　
昭

中
九
州
に
お
け
る
新
期
断
贋
地
形
の
分
布
お
よ
び
そ

　
の
特
…
徴
の
解
明
　
　
　
　
　
　
　
　
　
有
井
　
琢
磨

三
重
県
、
朝
明
娼
・
一
二
滝
川
・
内
部
川
の
河
床
縦
断

　
形
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
田
　
　
宏

相
撲
川
淋
毅
低
地
の
沖
積
矯
の
構
造
　
　
森
山
　
昭
雄

京
都
盆
地
西
部
の
微
地
形
と
袈
層
地
暫
ハ
　
内
藤
　
博
夫

秋
田
県
花
輪
盆
地
と
火
館
盆
地
の
盆
地
堆
積
物
と
地

　
形
発
達
史
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
藤
　
博
夫

山
口
県
防
府
市
付
近
の
地
形

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
羽
田
野
誠
一
・
野
呂
勝
義

河
北
潟
周
辺
の
馳
形
　
　
　
　
　
　
　
　
上
繭
　
時
彦

一
姶
良
カ
ル
デ
ラ
北
方
の
シ
ラ
ス
台
地
の
地
形

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
繊
山
勝
三

伯
魯
大
斑
の
地
形
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
野
　
辰
郎

三
瓶
火
止
の
活
動
史
と
地
形

　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
隆
介
・
横
山
勝
三
・
高
橋
健
｛

勢
体
山
の
薙
（
崩
壊
谷
）
の
地
形
学
的
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
弁
孝
行

霊
浦
半
島
荒
崎
海
環
に
お
け
る
岩
盤
温
度
測
定
結
果

　
　
高
橋
健
一
・
福
岡
義
隆
・
砂
村
継
夫
・
鈴
木
隆
介

一工

Y
半
島
荒
崎
海
舜
の
波
蝕
棚
の
微
地
形
と
構
成
岩

　
石
の
力
学
的
性
暫
　

　
　
　
鈴
木
隆
介
・
寺
田
稔
・
砂
村
継
夫
∴
繭
橋
健
一

有
明
海
北
嵐
揮
低
地
と
そ
の
地
盤
沈
…
下
　
　
武
久
　
義
山
彦

東
京
低
地
東
南
部
の
埋
没
地
形
と
点
取
近
の
地
盤
…
沈
下

　
　
　
　
　
　
　
　
中
野
尊
正
・
門
村
浩
・
松
田
磐
余

フ
ィ
リ
ッ
ピ
ソ
海
の
深
海
底
断
層
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
茂
木
　
昭
夫

相
模
耕
下
流
左
岸
の
沖
積
低
地
に
お
け
る
不
圧
地
下

　
水
の
あ
り
方
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
哲
男

，
水
田
地
帯
に
お
け
る
浅
層
地
下
水
に
関
す
る
研
究
（
m
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
田
　
　
清

縦
断
面
形
か
ら
み
た
弱
状
地
の
地
下
水
と
地
形
と
の

　
関
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
下
　
茂
子

那
須
野
ケ
原
の
地
下
水
位
変
動
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塚
田
　
公
彦

武
蔵
野
台
地
の
白
三
田
地
下
水
に
つ
い
て
　
細
野
　
蘭
我
純

中
性
子
水
分
計
に
よ
る
土
譲
水
分
の
測
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
田
　
重
炎
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束
ア
フ
リ
カ
の
旅
　
道
偏
…
西
風
と
そ
の
気
候
に
お
よ
ぼ

　
す
影
饗
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
　
和
郎

太
平
洋
地
域
の
気
候
に
及
ぼ
す
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
現
象

　
の
影
響
一
第
一
報
一
　
　
　
　
　
土
屋
　
　
膨
階

大
陸
東
岸
と
西
岸
に
お
け
る
上
層
大
気
環
流
の
比
仙
軟

　
気
候
学
的
考
察
－
第
二
報
－
　
　
小
林
　
　
望

気
狂
の
日
々
変
化
と
季
籔
の
推
移
　
　
　
矢
沢
　
大
二

冬
の
河
川
流
量
の
気
候
・
水
文
学
的
検
討
（
予
察
的

　
研
究
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
薪
井
　
　
正

多
摩
丘
陵
大
菓
州
流
域
の
地
下
水
に
つ
い
て

　
　
　
石
川
与
吉
・
高
月
茂
美
・
高
村
弘
毅
・
関
根
清

首
都
圏
に
お
け
る
主
要
河
州
の
渇
水
流
出
と
降
水
と

　
の
関
係

　
　
　
　
原
昭
宏
・
小
林
徹
・
平
田
重
夫
・
衛
州
正
巳

丘
陵
地
の
小
流
域
に
お
け
る
降
雨
と
流
出
に
関
す
る

　
研
究
…
…
特
に
初
期
損
失
お
よ
び
　
　
古
藤
田
一
雄

神
通
川
下
流
の
水
質
汚
濁
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
荘
毅
・
市
川
正
巳
・
原
昭
宏

　
　
　
　
　
　
　
　
塚
賑
公
彦
・
渡
辺
哲
男

神
通
川
下
流
域
の
脚
翼
金
属
に
よ
る
汚
染
地
域

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
深
井
　
三
郎

窪
地
内
の
夜
間
気
温
変
化
の
解
析
　
　
　
岩
崎
　
　
尚

関
東
地
方
の
地
形
性
降
雨
帯
　
　
　
　
　
谷
治
　
正
孝

降
雨
時
の
熱
双
支
お
よ
び
冷
却
項
の
気
候
学
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岡
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近
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近
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岸
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岡
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－
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光
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岡
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翻
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瀾
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澄
　
元
・
高
橋
正

　
　
　
　
　
　
塚
田
秀
雄
・
成
田
孝
三
・
小
林
健
太
郎

　
　
　
　
　
　
石
原
　
潤
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台
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潟
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摂
3
市
の
昭
和
四
二
年
七
月
豪
雨
災
害

　
　
　
　
　
　
　
　
稲
見
悦
治
・
前
田
昇
・
白
井
哲
之

西
関
東
に
お
け
る
人
日
集
稜
と
都
市
化
地
域
の
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岸
本
　
　
実

策
京
大
都
市
圏
に
お
け
る
周
辺
都
市
の
性
格

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
鹿
　
誠
次

青
森
県
三
本
木
原
の
閣
…
発
と
最
近
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お
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縄
島

　
な
土
地
利
用
の
様
式
　
　
　
　
　
　
　
ぱ
靖

山
城
盆
地
南
部
に
お
け
る
内
水
災
害
　
　
日
下

羽
越
水
害
に
お
け
る
集
落
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光
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蜜
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鉱
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鉱
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史
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介
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縄
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落
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仁
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摩
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縄
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検
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岐
阜
擬
紫
野
町
円
満
寺
山
古
墳
の
調
査
　
網
　
干
　
善
教

鴻
鋲
市
原
馬
室
興
銀
窯
燈
概
要
　
　
　
　
碑
田
　
敏
司
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光
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燈
群
　
　
　
　
　
　
　
松
本
　
豊
胤

秋
田
県
南
秋
曝
郡
五
城
目
町
石
崎
遺
跡
の
調
査
第
一

　
報
　
　
推
定
秋
霧
郡
衙
堤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
擁
藤
孝
・
門
間
光
夫

宮
城
県
白
石
市
深
谷
・
道
内
原
及
び
荒
井
の
製
鉄
遺

　
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
沸
島
誠
一
・
翻
藤
孝

愛
知
県
顕
［
加
茂
郡
藤
購
岡
村
五
彫
塑
窯
堤
の
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
永
春
男
・
斎
藤
嘉
彦

辮
撚
碑
の
空
酋
矧
溺
環
節
統
計
　
　
　
　
　
　
千
々
和
　
実

滋
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